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校
友
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
壮
健
に
て

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は

格
別
の
ご
指
導
、
ご
厚
誼
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
年
が
明
け
早
い
も
の
で
来
年
の
全
国
校
友

千
葉
大
会
開
催
を
控
え
、
そ
の
準
備
を
急
ピ
ッ
チ
で

せ
ね
ば
な
ら
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま

す
と
平
成
26
年
、
西
部
の
支
部
長
が
東
部
支
部
総
会

に
来
ら
れ「
千
葉
県
が
一
つ
に
な
り
全
国
大
会
を
招

致
す
べ
き
」と
大
き
な
声
で
呼
び
か
け
た
の
が
始
ま

り
で
４
年
過
ぎ
ま
し
た
。
翌
年
東
部
支
部
の
総
会
で

「
開
催
の
決
議
承
認
」を
頂
い
て
愈
々
準
備
す
る
段
階

で
、
西
部
の
支
部
長
が
任
期
途
中
で
一
方
的
に
辞
任

す
る
と
い
う
考
え
ら
れ
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し

た
が
、
東
部
地
域
支
部
長
の
ご
理
解
や
西
部
新
任
支

部
長
の
協
力
姿
勢
も
あ
り
、「
50
年
に
一
度
の
チ
ャ

ン
ス
を
生
か
そ
う
よ
！
」と
言
う
賛
同
意
見
も
あ
り

開
催
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
す
。

　

尚
、
千
葉
市
幕
張
で
の
開
催
は
県
庁
所
在
地
で
あ

り
、
校
友
が
参
加
し
易
い
・
成
田
・
羽
田
・
海
外
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
い
場
所
一
か
所
で
の
開
催
が

一
番
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
千
葉
県
は
東
部
支

部
住
所
判
明
校
友
１
万
６
８
４
０
人
・
西
部
支
部

１
万
７
５
２
６
人
と
丁
度
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、

各
々
の
地
域
の
良
さ
を
出
し
た
い
と
の
要
望
が
強
く

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
あ
る
浦
安
と
千
葉
県
の
新
都
心
と
し

て
発
展
し
て
い
る
幕
張
で
の
開
催
を「
懇
談
会
・
前

夜
祭
」と「
本
大
会
」二
か
所
に
分
け
開
催
す
る
と
決

定
し
た
も
の
で
す
。
幕
張
と
舞
浜
は
Ｊ
Ｒ
や
高
速
で

約
30
分
で
繋
げ
る
ア
ク
セ
ス
の
良
い
立
地
で
す
。
幕

張
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
開

催
地
と
し
て
全
世

界
の
知
名
度
も
あ

り
大
会
開
催
に
は

好
立
地
と
申
せ
ま

す
。
幕
張
開
催
に

つ
き
ま
し
て
は
、

千
葉
県
、
千
葉
市

の
ご
好
意
に
よ
り

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
準
備
中
で
す
が

「
幕
張
メ
ッ
セ
国

際
会
議
場
」で
の

使
用
許
可
を
得

て
、
大
会
開
催
に

支
部
長
あ
い
さ
つ

２
０
１
９
年
全
国
校
友
千
葉
大
会
へ

今
こ
そ
東
西
支
部「
ひ
と
つ
」に

明
治
大
学
校
友
会
　
千
葉
県
東
部
支
部
長

第
55
回
明
治
大
学
全
国
校
友
千
葉
大
会

実
行
委
員
会
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
小
関　

道
生

漕
ぎ
つ
け
た
も
の
で
す
。

　

愈
々
、
全
国
大
会
開
催
日
・
開
催
地
も
決
ま
り
本

年
度「
石
川
大
会
」か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
大
会
旗
を

受
け
取
る
年
に
な
り
、
東
部
地
域
支
部
・
西
部
地
域

支
部
役
員
・
会
員
相
互
一
つ
に
な
り
懇
親
を
深
め

全
国
大
会
開
催
に
向
け
ス
ク
ラ
ム
を
組
み「
臍
を
固

め
」「
前
へ
！
」進
め
る
た
め
総
決
起
大
会
を
本
年
2

月
10
日（
土
）東
西
合
同
の「
新
春
賀
詞
交
歓
会
」を
盛

大
に
開
催
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

千
葉
大
会
開
催
に
あ
た
り
大
会
参
加
者
延
べ
二
千

名
の
参
加
者
を
予
定
し
予
算
化
し
開
催
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
支
部
会
員
の
皆
様
に「
大
会

参
加
者
お
一
人
三
名
の
参
加
者
呼
び
か
け
」と
地
域

支
部
役
員
皆
様
に
は「
大
会
記
念
名
刺
広
告
掲
載
」

の
お
願
い
、
大
会
推
進
協
賛
企
業
・
団
体
・
推
進
委

員
の
皆
様
に
は「
大
会
記
念
誌
」の
広
告
掲
載
に
協

賛
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。
２
０
２
０
年
に
は
千
葉
県
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
や
っ
て
き
ま
す
。
幕
張
は

２
０
１
９
年
プ
レ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
の
会
場
で

も
あ
り
ま
す
。
千
葉
県
に
は
明
治
大
学
総
長
鵜
沢
総

明
先
生（
茂
原
市
新
治
小
出
身
）は
じ
め
明
治
37
年
商

学
部
創
設
尽
力
し
た
志
田
鉀
太
郎
先
生（
一
宮
商
業

初
代
校
長
）、
明
治
39
年
麻
生
平
八
郎
先
生
法
学
部

か
ら
商
科
講
師（
九
十
九
里
の
網
元
）・
歴
代
三
人
の

総
長
を
輩
出
し
た
千
葉
東
総
地
区
で
あ
り
ま
す
。
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
成
田
山
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー

を
は
じ
め
三
日
月
ホ
テ
ル「
黄
金
風
呂
」や
最
近
で
は

ス
マ
ホ
で
世
界
的
に
有
名
に
な
っ
た
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト「
濃
溝
の
滝
」、
地
球
遺
産
が
発
見
さ
れ
た「
チ
バ

ニ
ア
ン
」が
あ
り
ま
す
。
千
葉
県
の
東
西
両
支
部
が

「
ひ
と
つ
」に
な
り
全
国
校
友
を「
お
も
て
な
し
」、
校

友
相
互
の
懇
親
並
び
に
千
葉
県
産
品
の
宣
伝
・
経
済

へ
の
貢
献
、
ひ
い
て
は
明
治
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る
所
存
で
す
。
趣
旨
を
お
汲
み
取
り
い
た
だ

き
、
大
会
へ
の
参
加
・「
大
会
記
念
誌
」の
発
刊
に
皆

様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（平成30年2月10日）

第53回全国校友沖縄大会（平成29年11月18日）



宝
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
生
を
振
り
返
る

時
、
そ
の
思
い
出
は
、
ま
ば
ゆ
い
輝
き
で
満
ち
満

ち
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

支
部
長
　
金
子
　
信
博

　

四
街
道
市
長
選
は
2
月
11
日（
日
）に
告
示
さ

れ
、
3
選
を
目
指
す
現
職
の
佐
渡
斉
氏（
昭
和
53

年
政
経
卒
）と
新
顔
で
前
市
議
・
元
会
社
員
の
3

人
が
、
い
ず
れ
も
無
所
属
で
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

選
挙
選
で
は
佐
渡
氏
の
2
期
8
年
の
市
政
運
営

に
対
す
る
評
価
の
ほ
か
、
財
政
健
全
化
や
子
育
て

支
援
策
な
ど
を
め
ぐ
り
論
戦
。
相
手
は
財
政
の
悪

化
の
批
判
、
そ
し
て
市
長
給
与
の
半
年
間
半
減
な

ど
訴
え
争
点
。

　

18
日（
日
）に
投
開
票
さ
れ
、
現
職
の
佐
渡
氏
が

１
万
５
８
６
８
票
、
2
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
８
８
８
２

票
・
１
１
５
０
票
と
新
顔
2
氏
に
圧
勝
し
、
3
選

を
果
た
し
ま
し
た
。

紫 紺 ち ば

支
部
長
　
新
城
　
洋
一

　

皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
事
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

校
友
会
の
皆
さ
ま
の
御
厚
情
に
支
え
ら
れ
、
千

葉
県
東
部
千
葉
地
域
支
部
長
と
し
て
早
3
年
が
経

過
い
た
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
明
治
大
学
全
国
校
友
千
葉
大
会
が
来

年
に
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
大
会
は
幕
張
新

都
心
で
10
月
5
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
主
管
と
な
る
千
葉
東
部
支
部
と
西
部
支
部

で
は
、
千
葉
の
誇
る
魅
力
を
皆
様
に
感
じ
て
い
た

だ
き
、
明
治
の
建
学
の
精
神
を
再
確
認
す
る
場
と

し
て
広
く
発
信
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
幕

張
新
都
心
は
、
成
田
国
際
空
港
、
上
総
ア
カ
デ
ミ

ア
パ
ー
ク
と
共
に
千
葉
県
新
産
業
三
角
構
想
と
し

て
、
国
策
で
進
め
ら
れ
た
世
界
有
数
の
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
ー
計
画
で
し
た
。
現
在
も
、
Ａ
I

や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
先
端
産
業
の
実
証
実
験
の
場
と

し
て
、
常
に
新
都
心
と
し
て
進
化
を
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
わ
た
く
し
自
身
も
一
ホ
テ
ル
マ
ン
と

し
て
、
こ
の
新
都
心
開
発
に
参
画
し
、
ホ
テ
ル
事

業
を
営
ん
だ
者
と
し
て
、
全
国
53
万
の
校
友
会
の

皆
様
に
こ
の
都
市
を
お
披
露
目
す
る
こ
と
に
無
上

の
喜
び
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
千
葉
県

は
、
日
本
の
縮
図
と
い
わ
れ
、
都
市
と
田
舎
、
海

と
山
が
混
在
し
た
風
光
明
媚
な
環
境
で
す
。
観
光

立
県
と
し
て
、
多
彩
な
観
光
の
楽
し
め
る
場
所
と

し
て
、
校
友
会
の
皆
様
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

明
治
大
学
校
友
会
は
、
大
学
の
歩
み
と
と
も
に

伝
統
と
歴
史
を
刻
み
つ
つ
、
校
友
53
万
人
を
擁
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
２
０
０
９
年
に
就
任
さ
れ

た
向
殿
政
男
校
友
会
長
の
提
唱
す
る「
明
治
は
ひ

と
つ
」の
精
神
の
も
と
、
母
校
発
展
・
充
実
に
寄

与
し
、
後
に
続
く
学
生
が
各
人
の
夢
を
実
現
し
て

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
会
の
発
展
の

た
め
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

わ
が
母
校
は
、
封
建
的
な
社
会
か
ら
近
代
社
会

へ
と
変
容
す
る
時
代
に
、
個
人
の
権
利
を
確
立

し
、
自
由
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン

ス
法
学
を
教
授
す
る
明
治
法
律
学
校
と
し
て
、

１
８
８
１（
明
治
14
）年
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
学

部
の
増
設
に
と
も
な
っ
て
総
合
大
学
と
な
っ
た
現

在
で
も
、
創
立
時
か
ら
の
伝
統
に
よ
っ
て
確
立
さ

れ
た
建
学
の
精
神「
権
利
自
由
、
独
立
自
治
」を
理

念
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
権
利
自
由
、
独
立
自
治
」は
、「
個
」の
確
立
を

通
じ
て
近
代
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
の
視
点
の

も
と
、
近
代
市
民
の
育
成
を
目
指
し
、
創
立
以
来

有
為
な
人
材
を
数
多
く
輩
出
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

千
葉
県
東
部
支
部
は
、
平
成
16
年
6
月
19
日
に

発
足
、
本
年
で
14
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
が
、「
明
治
は
ひ
と
つ
」の
絆
の
も
と
、
諸
先

輩
か
ら
の
教
え
で
あ
る
紫
紺
の
魂
を
胸
に
、
来
る

べ
き
幕
張
新
都
心
で
の
全
国
千
葉
大
会
を
盤
石
の

も
の
と
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て
邁
進
い
た

し
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
、

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

学
生
時
代
を
過
ご
し
た
仲
間
や
友
は
、
人
生
の
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千
葉
地
域
支
部

地
域
支
部
だ
よ
り

四
街
道
地
域
支
部

　

佐
渡
氏
は
午
後
10
時
過
ぎ
、
事
務
所
で
支
持
者

ら
を
前
に「
血
の
通
っ
た
行
財
政
改
革
を
続
け
、

福
祉
や
教
育
は
守
り
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
幹
事
長
　
山
口
　
進

　

来
年
10
月
に
は
全
国
校
友
千
葉
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
印
旛
地
域
支
部
と
い
た
し
ま
し
て
も
支

部
会
員
一
同
が
大
会
の
成
功
に
向
け
て
尽
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
地
域
支
部
は
平
成
17
年
3
月
の
設
立
以
来
、

会
員
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
各
位
の
ご
協
力
に
よ

り
本
年
14
年
目
を
迎
え
、
支
部
の
継
続
発
展
に
努

力
を
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
支

部
を
構
成
し
て
い
る
佐
倉
市
17
万
6
千
人
、
印
西

市
9
万
9
千
人
、
白
井
市
6
万
4
千
人
合
わ
せ
て

34
万
人
の
人
口
を
擁
す
る
地
域
で
あ
り
、
多
く
の

卒
業
生
が
在
住
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
支

部
会
員
数
が
少
な
い
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
新
た

な
加
入
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
は
佐
倉
市
、
26
年
に
は
印
西
市
に

お
き
ま
し
て
、
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
地
域
支
部
主
催
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
地
域
の
皆
様
に
向
け
た
文
化
事
業
と
し

て
の
取
り
組
み
が
地
域
支
部
の
周
知
理
解
に
繋
が

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
相
互
の
情
報
交

換
、
親
睦
融
和
を
図
り
な
が
ら
も
、
事
業
内
容
を

問
わ
ず
小
さ
な
規
模
で
あ
っ
て
も
地
域
に
根
差
し

た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
支
部
に
と
り

ま
し
て
肝
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

印
旛
地
域
支
部
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明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長四

街
道
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
45
年　

農
学
部
卒

金
子
信
博

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長千

葉
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
32
年　

商
学
部
卒

新
城
洋
一

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

支
部
長

千
葉
地
域
支
部
名
誉
支
部
長

昭
和
40
年　

経
営
学
部
卒

小
関
道
生

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長山

武
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
37
年　

経
営
学
部
卒

行
木　

静

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長茂

原
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
36
年　

商
学
部
卒

横
堀
喜
六

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長木

更
津
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
47
年　

工
学
部
卒

棚
倉
英
雄

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長習

志
野
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
39
年　

商
学
部
卒

岩
城
文
彬

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長成

田
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
35
年　

政
経
学
部
卒

小
川　

賢

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長印

旛
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
28
年　

農
学
部
卒

山
口　

進

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長市

原
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
45
年　

法
学
部
卒

市
河
素
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長八

千
代
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
42
年　

工
学
部
卒

北
川
宏
一

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長鴨

川
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
42
年　

政
経
学
部
卒

石
田
日
出
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長地

域
支
部
設
立
担
当

昭
和
40
年　

農
学
部
卒

伊
藤
博
陽

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

監
査
委
員

習
志
野
地
域
支
部
顧
問

昭
和
33
年　

商
学
部
卒

深
山
正
幸

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

監
査
委
員

千
葉
地
域
支
部
顧
問

昭
和
32
年　

法
学
部
卒

名
取 

始

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

名
誉
支
部
長

千
葉
地
域
支
部
顧
問

昭
和
35
年　

政
経
学
部
卒

椎
名
茂
樹

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

顧　

問四
街
道
地
域
支
部
顧
問

昭
和
34
年　

商
学
部
卒

長
嶋
秀
和
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明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

山
武
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
46
年　

政
経
学
部
卒

植
松
憲
一

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
61
年　

工
学
部
卒

国
吉
晃
甲

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
副
支
部
長

昭
和
43
年　

文
学
部
卒

小
池
孔
子

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
監
査
委
員

昭
和
62
年　

政
経
学
部
卒

林　

威
樹

明
治
大
学
校
友
会

　
 

千
葉
県
東
部
支
部

幹
事
長千

葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
49
年　

商
学
部
卒

吉
田　

耕
太
郎

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
63
年　

経
営
学
部
卒

関
口
勝
裕

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
副
支
部
長

昭
和
60
年　

商
学
部
卒

関
根
洋
一

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
会
計
幹
事

昭
和
42
年　

経
営
学
部
卒

蛭
田　

昇

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
50
年　

政
経
学
部
卒

山
本
俊
子

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

習
志
野
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
47
年　

法
学
部
卒

卯
木
良
和

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事四
街
道
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
44
年　

政
経
学
部
卒

行
徳
正
雄

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事茂
原
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
41
年　

農
学
部
卒

元
吉
昭
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
幹
事

平
成
3
年　

文
学
部
卒

向
後
恵
里

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
監
査
委
員

昭
和
61
年　

法
学
部
卒

遠
山　

出

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部

平
成
26
年　

情
報
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
卒

厚
畑　

亘

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事印
旛
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

政
経
学
部
卒

岩
崎
良
信

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事四
街
道
地
域
支
部
幹
事

昭
和
53
年　

政
経
学
部
卒

佐
渡　

斉

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事木
更
津
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

商
学
部
卒

池
田
哲
郎

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
63
年　

政
経
学
部
卒

勝
俣　

淳

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部

昭
和
49
年　

短
大
法
学
部
卒

菖
蒲　

小
百
合

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事市
原
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
52
年　

法
学
部
卒

高
橋
秀
彦

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事成
田
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
46
年　

法
学
部
卒

宮
田
明
俊

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事成
田
地
域
支
部
幹
事

昭
和
52
年　

商
学
部
卒

藤
崎
政
弘

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事八
千
代
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
43
年　

商
学
部
卒

伊
藤
慶
久

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事鴨
川
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

商
学
部
卒

辰
野
利
文

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事習
志
野
地
域
支
部
幹
事

昭
和
58
年　

法
学
部
卒

近
藤
一
夫
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書
簡
の
う
ち
40

点
を
含
め
展
示

し
て「
法
学
博

士
鵜
澤
総
明
と

郷
土
」の
テ
ー

マ
で
催
し
が
行

わ
れ
た
。

　

顕
彰
会
に
よ

る
と
、
総
明
は

１
８
７
２（
明

治
5
）年
8
月

2
日（
新
暦
9

月
4
日
）茂
原

市
上
太
田
に
生

ま
れ
１
８
８
６（
明
治
19
）年
太
田
小
学
校
を
卒
業

し
た
。
１
８
８
９（
明
治
22
）年
第
一
高
等
中
学

校
に
入
学
し
1
年
休
学
の
後
、
１
８
９
６（
明
治

29
）年
同
校
を
卒
業
し
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大

学
独
法
科
に
入
学
す
る
。
１
８
９
９（
明
治
32
）年

に
同
大
学
を
卒
業
し
27
歳
の
時
に
弁
護
士
を
開
業

す
る
。
１
９
０
５（
明
治
38
）年
日
比
谷
焼
打
事
件

が
起
こ
り
、
そ
の
翌
年
最
終
弁
論
を
担
当
す
る
。

１
９
０
８（
明
治
41
）年
3
月
、
法
学
博
士
と
な
り

5
月
、
衆
議
院
議
員
に
初
当
選
す
る
。
１
９
１
０

（
明
治
43
）年
大
逆
事
件
が
起
こ
り
、
弁
護
士
と

し
て
無
罪
を
主
張
す
る
。
１
９
１
２（
明
治
45
）

年
明
治
中
学
校
の
初
代
校
長
と
な
る
。
１
９
２
７

（
昭
和
2
）年
大
東
文
化
学
院
の
総
長
に
な
る
。

１
９
２
８（
昭
和
3
）年
貴
族
院
議
員
に
選
ば
れ

る
。
１
９
３
４（
昭
和
9
）年
明
治
大
学
の
総
長
に

就
任
す
る
。
１
９
４
６（
昭
和
21
）年
極
東
国
際
軍

事
裁
判
が
始
ま
り
日
本
側
弁
護
団
長
を
務
め
る
。

１
９
５
５（
昭
和
30
）年
10
月
21
日
83
歳
で
他
界
す

る
。

　

茂
原
地
域
支
部
か
ら
横
堀
支
部
長
ほ
か
2
名
が

鵜
澤
総
明
の
足
跡
を
た
ど
り
母
校
の
賢
人
に
想
い

を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幹
事
長
　
宮
田
　
明
俊

　

平
成
29
年
度
の
事
業
も
予
定
通
り
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
度
も
5
月
26
日（
土
）の
総
会

か
ら
始
ま
り
、
夏
の
家
族
納
涼
会
、
親
睦
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
、
秋
の
六
大
学
野
球
の
応
援
と
例
年
と
ほ
ぼ
同

じ
行
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
校
友
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ

り
盛
会
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
。
例
年
通
り
収
益
金

は
、
成
田
市
・
富
里
市
・
栄
町
の
社
会
福
祉
協
議

会
お
よ
び
あ
し
な
が
育
英
会
に
寄
付
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

又
、
昨
年
、
総
会
の
翌
5
月
28
日（
日
）に
、
第

4
回
成
田
ラ

グ
ビ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が

開
催
さ
れ
、

明
治
大
学
対

慶
應
義
塾
大

学
の
試
合
を

初
め
て
生
で

観
戦
す
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

結
果
は
、
ワ

ン
ト
ラ
イ
差

紫 紺 ち ば

代
東
高
校
の
片
岡
祐
司
監
督
が
本
会
員
で（
高

校
・
昭
和
59
年
卒
）、
こ
の
と
き
も
会
を
あ
げ
て

健
闘
を
称
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
最
近
は
千
葉

黎
明
高
校
野
球
部
監
督
を
務
め
て
い
る
荒
井
信
久

氏（
高
校
・
昭
和
47
年
卒
）の
活
躍
が
顕
著
で
、
甲

子
園
を
今
か
今
か
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
母
校
成
東
高
校
が
平
成
19
年
以
来
、
ベ
ス

ト
8
か
ら
も
遠
ざ
か
っ
て
い
る
の
が
寂
し
い
限
り

で
あ
り
、
諸
先
輩
方
か
ら
叱
咤
激
励
を
受
け
て
い

る
。

　

男
ば
か
り
の
会
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
紅
一

点
、
高
校
・
大
学
で
野
球
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

務
め
た
古
川
千
晶
さ
ん（
高
校
・
平
成
10
年
卒
）

も
会
員
で
、
会
合
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。
と
き

に
は
お
子
様
を
連
れ
て
参
加
す
る
と
、
孫
・
曾
孫

と
変
わ
ら
な
い
様
子
に
会
員
一
同
目
を
細
め
て
い

る
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
一
次
会
が
終
わ
る

頃
、
い
つ
も
鈴
木
会
長
の
声
の
も
と
、
定
年
を
迎

え
た
先
輩
方
が
後
輩
の
た
め
に
二
次
会
、
三
次
会

の
カ
ラ
オ
ケ
が
企
画
し
て
く
だ
さ
り
、
あ
っ
と
い

う
間
に
夜
が
更
け
、
1
年
に
1
回
の
楽
し
い
ひ
と

と
き
が
終
わ
る
の
で
あ
っ
た
。
先
輩
方
の
お
気
遣

い
、
優
し
さ
に
毎
年
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の

楽
し
い
会
が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う
に
と
切
望

し
、
紹
介
を
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
副
幹
事
長
　
菅
谷
　
陽
二

　

平
成
29
年
11
月
3
日
か
ら
5
日
に
か
け
て
茂
原

市
本
納
公
民
館
に
お
い
て
市
内
有
志
で
つ
く
る

「
本
納
文
化
財
顕
彰
会
」が
総
明
を
支
援
し
た
市
内

の
旧
家
の
土
蔵
か
ら
見
つ
か
っ
た
約
１
７
０
点
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
二
階
堂
　
克
行

　

成
東
高
校
野
球
部
駿
台
会
は
、
本
会
員
で
あ
る

荒
井
信
久
氏
が
母
校
明
治
大
学
野
球
部
監
督
に
就

任
し
、
そ
の
激
励
の
会
と
し
て
平
成
8
年
に
誕
生

し
た
。
会
員
は
成
東
高
校
野
球
部
か
ら
明
治
大
学

に
進
学
し
、
大
学
で
も
野
球
部
に
在
籍
し
て
い
た

人
を
中
心
に
現
在
32
名
が
所
属
し
て
い
る
。
今
は

亡
き
、
今
井
利
雄
氏（
高
校
・
昭
和
22
年
卒
）が
会

長
を
務
め
、
そ
の
後
故
宍
倉
昭
二
氏（
高
校
・
昭

和
25
年
卒
）、川
面
重
夫
氏（
高
校
・
昭
和
28
年
卒
）

と
会
長
が
替
わ
り
、
現
在
は
鈴
木
行
雄
氏（
高
校
・

昭
和
32
年
卒
）が
会
長
を
務
め
て
円
滑
に
会
が
運

営
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

会
は
、年
に
1
回
、2
月
の
第
一
土
曜
日
に
開
催

さ
れ
、鈴
木
会
長
の
も
と
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
話
題
に
な
る
の
は
母
校
野

球
部
の
話
で
、２
０
１
６
年
明
治
神
宮
野
球
大
会

で
5
年
ぶ
り
6
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
翌
年
の

会
合
で
は
、

大
い
に
話
が

盛
り
上
が
っ

た
。ま
た
、か

な
り
前
の
話

に
な
る
が
、

２
０
０
９
年

千
葉
県
高
校

野
球
選
手
権

大
会
を
制

し
、
甲
子
園

の
切
符
を
手

に
し
た
八
千

成
田
地
域
支
部

茂
原
地
域
支
部

山
武
地
域
支
部
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と
実
感
、
同
時
に

い
す
み
鉄
道
の
鳥

塚
社
長
、
大
多
喜

城
博
物
館
の
加
藤

上
席
研
究
員
と
タ

レ
ン
ト
の
渡
辺
正

行
氏
が
明
治
大
学

の
同
窓
と
知
り
大

多
喜
町
が
よ
り
身

近
な
街
と
な
っ
た

「
歩
こ
う
会
」で
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
石
田
　
日
出
夫

　

今
年
の
箱
根
駅
伝
は
残
念
で
し
た
が
、
既
に
来

季
に
向
け
て
強
化
練
習
が
始
め
ら
れ
た
と
の
こ

と
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
去
る
３
月
に
は
、
明
治

と
早
稲
田
の
競
争
部
に
よ
る
恒
例
の
鴨
川
合
同

キ
ャ
ン
プ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
地
域
支
部
は
早
稲
田
稲
門
会
の
元
鴨
川
市
長

で
あ
る
本
多
利
夫
氏
と
共
に
激
励
に
伺
う
と
、
本

校
の
西
弘
美
監
督
と
早
稲
田
の
相
楽
監
督
が
お
互

い
に
励
ま
し
協
力
し
合
う
力
強
い
姿
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
総
勢
約
40
名
の
選
手
は
両
監

督
の
心
意
気
に
応
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
と
実
感

し
ま
し
た
。

　

両
監
督
か
ら
は「
素
晴
ら
し
い
練
習
環
境
の
鴨

川
で
両
チ
ー
ム
の
切
磋
琢
磨
に
よ
り
頑
張
り
ま

す
。」と
力
強
い
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
当
支
部
で
も
誇
る
べ
き
切
磋
琢
磨
の

様
相
が
あ
り
ま
す
。
５
月
に
行
わ
れ
る
鴨
川
市
市

議
会
議
員
選
挙
に
は
、
当
支
部
会
員
か
ら
辰
野
利

で
敗
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
大
学
選
手
権
準
優

勝
の
糧
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
校
友
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

支
部
長
　
岩
城
　
文
彬

　

校
友
会
の
皆
様
に
は
益
々
ご
壮
健
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。季
節
の
上
で
は
寒
い
春
の
神
事
の
紹
介
で
す
。

御
祭
神　

日
本
武
尊
、須
佐
之
男
命
を
祭
る
八
剱

神
社
が
習
志
野
市
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。こ
の
杜
の

創
建
は
江
戸
時
代
前
期
と
思
わ
れ
、記
録
に
よ
れ
ば

１
６
７
８
年
久
々
田
村
、鷺
沼
村
と
の
間
に
出
入
り

が
あ
っ
た
当
時
、八
剱
神
社
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

例
年
3
月
第
1
土
曜
日
に
例
祭　

剱
が
行
わ
れ
ま

す（
古
来
3
月
1
日
で
し
た
が
健
児
集
め
の
難
し
い

現
代
に
即
応
し
た
結
果
）。地
域
に
悪
霊
、病
魔
が

入
っ
て
こ
な
い
様
、8
人
の
白
装
束
の
コ
ン
デ
ー
が
剱

を
担
ぎ
、町
内
を
巡
る
神
事
で
す
。出
入
り
と
い
う

言
葉
で
記
録
が
残
って
い
る
の
は
驚
き
で
す
。

　

さ
て
、２
０
１
９
年
に
は
明
大
全
国
千
葉
大
会
が

開
催
さ
れ
ま

す
。
我
等
の
先

達
、鵜
沢
総
明

先
生
の
伝
記
に

も
幼
少
期
に

村
の
土
地
争
い

（
長
柄
郡
）に

絡
ん
で
父
親
に

不
法
行
為
が

あ
っ
た
と
の
疑

い
で
3
年
余
未

決
収
監
さ
れ
家

族
共
々
苦
労
さ
れ

た
記
述
が
有
り
ま

す
。3
年
余
収
監

と
は
驚
き
で
す
。

平
成
の
御
生
に
関

西
で
未
決
収
監

数
ヶ
月
に
及
ぶ
夫

婦
の
噂
が
あ
る
や

に
聞
き
及
び
ま
す

が
、鵜
沢
先
生
は
一

高
、東
大
と
い
う

官
吏
を
目
指
し
て

当
然
な
経
歴
を
弁

護
士
と
し
て
法
曹
、政
界
、学
者
と
し
て
多
岐
に
渡

る
仕
事
を
な
し
国
家
賠
償
法
の
成
立
に
も
大
き
な

業
績
を
残
し
て
い
ま
す
。法
律
を
以
っ
て
学
問
の
中

心
で
あ
る
時
代
が
去
り
つ
つ
あ
る
当
時
、確
た
る
視

野
で
社
会
を
見
る
事
の
重
要
性
を
説
き
、明
大
総
長

を
4
期
経
歴
の
後
、明
治
中
学
の
建
学
精
神
に
つ
い

て
基
礎
教
育
の
充
実
を
述
べ
ら
れ
、理
想
の
中
等
教

育
を
目
指
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
支
部
長
　
鈴
木
　
士
郎　
　

　

平
成
29
年
度
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
一

環
と
し
て
昨
年
10
月
24
日（
火
）、
大
多
喜
城
と
そ

の
城
下
町
を
巡
る「
歩
こ
う
会
」が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
会
員
の
家
族
も
含
め
た
14
名
が
参
加
、
長

雨
に
続
く
台
風
の
襲
来
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が

参
加
者
一
同
の
日
頃
の
善
行
が
効
い
た
か
当
日
は

絶
好
の「
歩
こ
う
会
」日
和
に
恵
ま
れ
た
。

　

京
成
線
、
Ｊ
Ｒ
外
房
線
、
い
す
み
鉄
道（
鳥
塚

亮
社
長
・
明
治
大
学
商
学
部
昭
和
60
年
卒
）を
乗

り
継
ぎ
目
的
地
の
大
多
喜
町
に
到
着
。
駅
前
の
観

光
本
陣（
観
光
協
会
）で
腹
ご
し
ら
え
し
、
い
ざ
出

陣
！
最
初
に
目
指
す
は
大
多
喜
城
、
途
中
に
は

タ
レ
ン
ト
の
渡
辺
正
行
氏（
明
治
大
学
経
営
学
部

昭
和
53
年
卒
）が
在
籍
し
た
大
多
喜
高
校
の
校
庭

内
と
勘
違
い
し
そ
う
な
道
を
通
り
本
丸
に
到
着
し

た
。
大
多
喜
城
は
徳
川
四
天
王
の
一
人
本
多
忠
勝

が
１
５
９
０
年
に
築
城
、
１
８
７
１
年
廃
藩
、
廃

城
と
な
り
、
昭
和
50
年
に
復
元
さ
れ
県
の
中
央
博

物
館
分
館
に
な
っ
て
い
る
。
入
館
後
予
て
案
内
を

お
願
い
し
た
学
芸
員
の
加
藤
修
司
氏
の
説
明
で
大

多
喜
城
の
歴
史
的
価
値
や
戦
後
の
大
多
喜
町
の
様

子
な
ど
の
説
明
を
頂
い
た
。
博
物
館
主
任
上
席
研

究
員
の
加
藤
氏
も
何
と
明
治
大
学
文
学
部
を
昭
和

52
年
に
卒
業
し
た
同
窓
生
だ
っ
た
。

　

大
多
喜
城
の
歴
史
を
学
び
観
光
本
陣
に
、
一
時

の
休
息
後
城
下
町
巡
り
に
出
発
。
こ
こ
か
ら
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
町
中
を
く

ま
な
く
見
学
、
米
の
商
い
で
大
商
人
と
な
っ
た

渡
辺
家
住
宅（
末
裔
が
居
住
）や
現
在
も
営
業
し

て
い
る
旅
館

「
大
屋
」等
を
見

学
。
町
を
あ
げ

て
の
城
下
町
を

残
そ
う
と
の
熱

意
を
強
く
感
じ

た
。

　

今
回
の「
歩

こ
う
会
」を
総

括
す
る
と
千
葉

県
に
も
歴
史
的

遺
産
が
沢
山

あ
っ
た
の
だ

習
志
野
地
域
支
部

八
千
代
地
域
支
部

鴨
川
地
域
支
部
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校友各位 明治大学校友会　会長　向殿　政男

　明治大学校友会は、各界各層で活躍する校友約50万名を擁し、母校の支援・賛助と会員相互の親睦を
目的として活動しております。卒業生を「校友」と称したのは、我が国では明治大学が初めてで、校友
（卒業生）の皆様は、本学の校友規則及び校友会会則により明治大学校友会会員となります。校友の皆様
には、校友会を維持・運営していくため『終身会費 30,000円』の納入をお願いしております。
　校友会の諸活動をご支援いただくため、校友会終身会費を納入されていない校友の皆様に是非納入を
お願いする次第です。

◆2014年度校友会支部総会案内から、当会費をご納入いただいたご住所の届出がされている校友の方に　
　本部から案内を送付させていただきます。校友会の諸活動へのご理解・ご協力をお願いいたします。　

【振込用紙の請求】下記の
連絡先からご請求ください。

明治大学　校友課
〒101-8301
東京都千代田区神田駿河台1-1
TEL　03-3296-4730
FAX　03-3296-4732

明治大学校友会終身会費納入のお願い

収入の部
科目 予算額 決算額 増減額

Ⅰ本部からの助成金収入 1,424,000 1,412,611 -11,389

Ⅱ支部会費収入 820,000 670,000 -150,000

Ⅲ事業収入 6,850,000 5,754,600 -1,095,400

Ⅳ広報紙収入 150,000 164,000 14,000

Ⅴ果実収入 1,000 9 -991

収入計 9,245,000 8,001,220 -1,243,780

Ⅵ前年度繰越収支差額 860,475 860,475 0

合計 10,105,475 8,862,695 -1,243,780

支出の部
科目 予算額 決算額 増減額

Ⅰ事業費 4,830,000 5,326,217 496,217

Ⅱ広報費 100,000 139,240 39,240

Ⅲ組織費 2,115,000 2,022,091 -92,909

Ⅳ運営費 100,000 100,000 0

Ⅴ予備費 100,000 0 -100,000

支出計 7,245,000 7,587,548 342,548

Ⅵ当年度収支差額 2,000,000 413,672 -1,586,328

Ⅶ次年度繰越収支差額 2,860,475 1,274,147 -1,586,328

合計 10,105,475 8,861,695 -1,243,780

2016年度  決算報告書

明治大学校友会千葉県東部支部

（単位：円）

（単位：円）

資産の部
科目 当年度 前年度 増減

普通預金 1,274,147 242,657 1,031,490

定期預金 0 407,568 -407,568

手付金 0 210,250 -210,250

合計 1,274,147 860,475 413,672

負債・収支差額の部
前年度繰越収支差額 860,475 1,121,996 -261,521

当年度収支差額 413,672 -261,521 675,193

合計 1,274,147 860,475 413,672

明治大学校友会千葉県東部支部

（単位：円）

貸借対照表
（2017年3月31日現在）

収支計算書
（自2016年4月1日　至2017年3月31日）

文
幹
事
長
を
含
む
３
名
が
出
馬
し
ま
し
た
。
前
代

未
聞
の
状
況
な
れ
ど
も
、
ま
さ
に
個
性
を
発
揮

し
、
前
に
進
め
と
の「
明
大
魂
」に
添
う
も
の
で
あ

り
、
大
い
に
期
待
し
、
３
名
全
員
の
当
選
を
目
指

す
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
会
報
誌
発
行
の
頃
に
は
、
３
名
と
の
“
美
酒

談
義
の
日
々
”
を
願
う
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
市
河
　
素
夫

　

五
井
方
面
か
ら
国
道
２
９
７
号
線
を
牛
久
で
養

老
渓
谷
方
面
に
進
路
を
変
え
15
分
ほ
ど
走
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
チ
バニ
ア
ン
の
標
識
を
右
折
し
、
細
い
山
道

を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
見
学
の
起
点
と
な
る
田
淵
公
民

館
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
前
庭
が
駐
車
場
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
案
内
板
に
沿
っ
て
5
分
ほ
ど
坂
を

下
っ
て
い
く
と
養
老
川
の
岸
辺
に
降
り
立
ち
ま
す
。

雨
が
降
っ
た
後
な
ど
水
か
さ
が
増
し
た
と
き
は
長
靴

が
必
要
と
思
わ
れ
る
川
の
洲
を
上
流
に
向
け
20
～

30
メ
ー
ト
ル
歩
く
と
目
的
地
に
着
き
ま
す
。

市
原
地
域
支
部

　

そ
こ
は
、
7
～
8
メ
ー
ト
ル
の
切
り
立
っ
た
崖
と

な
っ
て
い
て
見
上
げ
る
と
、「
地
球
磁
場（
N
極
・
S

極
）逆
転
期
の
地
層
」と
い
う
看
板
が
掛
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
見
何
の
変
哲
も
な
い
地
層
に
見
え
ま
す

が
、
そ
の
左
側
奥
の
ほ
う
に
逆
転
層
の
詳
細
な
説
明

場
所
が
あ
り
ま
す
。

　

チ
バニ
ア
ン
は
、
地
質
時
代
区
分
の
新
生
代
第
四

紀
更
新
世
中
期
の
77
万
年
～
12
万
6
千
年
前
の
約　

65
万
年
間
の
仮
の
名
称
で
す
。
77
万
年
前
長
野
県

の
御
嶽
山
が
噴
火
し
た
際
の
火
山
灰
を
含
む
名
称

由
来
の
地
層
は
、
そ
の
頃
N
極
が
南
・
S
極
が
北

を
指
す
逆
磁
極
で
し
た
が
現
在
の
正
磁
極
へ
と
徐
々

に
移
行
し
た
こ
と
を
示
す
世
界
的
に
も
貴
重
な
も

の
で
す
が
、
ま
だ
国
際
地
質
科
学
連
合
に
よ
り
国

際
標
準
地
の
第
一
候
補
に
な
っ
た
段
階
で
正
式
な
名

称
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の
決
定
が
待
た
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。




